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１

ⅠⅠⅠⅠ 奈良県奈良県奈良県奈良県のののの特徴特徴特徴特徴



〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

２

①①①①広広広広がるがるがるがる交通交通交通交通ネットワークネットワークネットワークネットワーク

所要時間所要時間所要時間所要時間

○○○○大阪中心部大阪中心部大阪中心部大阪中心部までまでまでまで約約約約４０４０４０４０分分分分

※主要駅までの所要時間 ＪＲ大阪駅 約４４分

近鉄難波駅 約３５分

ＪＲ天王寺駅 約３０分

○○○○神戸三宮神戸三宮神戸三宮神戸三宮までまでまでまで約約約約１１１１時間時間時間時間２０２０２０２０分分分分 阪神三宮－近鉄奈良（直結）

○○○○東京東京東京東京までまでまでまで約約約約３３３３時間時間時間時間 東京－京都（新幹線）－近鉄奈良

○○○○福岡福岡福岡福岡までまでまでまで約約約約３３３３時間時間時間時間１０１０１０１０分分分分 福岡－新大阪（新幹線）－JR奈良

○○○○関西国際空港関西国際空港関西国際空港関西国際空港までまでまでまで約約約約１１１１時間時間時間時間２０２０２０２０分分分分 関空－南海難波－近鉄奈良

鉄道鉄道鉄道鉄道

完成供用により、昭和工業団地などへのアクセスがさらに

強化されます

道路道路道路道路
○○○○西名阪自動車道大和西名阪自動車道大和西名阪自動車道大和西名阪自動車道大和まほろばまほろばまほろばまほろばスマートスマートスマートスマートIC完成供用予定完成供用予定完成供用予定完成供用予定

（（（（H25年度末年度末年度末年度末 大阪側大阪側大阪側大阪側出入口出入口出入口出入口のののの開通開通開通開通予定予定予定予定））））

（平成24年7月 名古屋側出入口開通）

○○○○リニアリニアリニアリニア中央新幹線中央新幹線中央新幹線中央新幹線

平成２３年５月に国の整備計画に

おいて主要な経過地として「奈良市

附近」と決定

リニア中央新幹線ルート概念図



〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

３

②②②②近接近接近接近接するするするする巨大市場巨大市場巨大市場巨大市場とととと県民県民県民県民のののの高高高高いいいい購買力購買力購買力購買力

県民県民県民県民のののの経済活動経済活動経済活動経済活動についてについてについてについて

○○○○県民県民県民県民のののの高高高高いいいい購買力購買力購買力購買力

・1世帯あたり貯蓄現在高 （17,411千円）(H21) 全国第 3位

・１世帯（2人以上の世帯）当たり１ヶ月平均家計支出額 （316千円） (H24) 全国第 3位

○○○○全国平均全国平均全国平均全国平均をををを上回上回上回上回るるるる進学率進学率進学率進学率・・・・持家率持家率持家率持家率

・大学・短大等への進学率は全国平均を上回る水準(58.7％)（H24) 全国第 6位

・住宅の持家率は７割以上で、全国平均を上回る水準(H20) 全国第10位

項目 指標 全国順位人口(H22) １４０万人 ２９位実質経済成長率（H22) ３．８％ １８位県内総生産(H22) ３.６兆円 ３７位
●奈良県に住み大阪府下で働いている方は、約１４万人

県外就業率 29.9％ （Ｈ22国調）←全国一高い

個人県民税個人県民税個人県民税個人県民税ののののウエイトウエイトウエイトウエイトがががが高高高高くくくく

法人関係税法人関係税法人関係税法人関係税ののののウエイトウエイトウエイトウエイトがががが低低低低いいいい

3.6
1.30

2
4

奈良県の県内総生産額 大阪府の総生産額のうち奈良県在住者分

(兆円）
奈良県奈良県奈良県奈良県のののの経済規模経済規模経済規模経済規模はははは、、、、名目名目名目名目３３３３.６６６６兆円兆円兆円兆円

↓↓↓↓

大阪府大阪府大阪府大阪府内内内内でででで働働働働くくくく奈良県在住者奈良県在住者奈良県在住者奈良県在住者のののの生産額生産額生産額生産額をををを加加加加えたえたえたえた

実質的実質的実質的実質的なななな経済規模経済規模経済規模経済規模はははは 約約約約５５５５兆円兆円兆円兆円

【H22県民経済計算試算ベース】



〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

③③③③企業誘致企業誘致企業誘致企業誘致のののの推進推進推進推進

★★★★工場工場工場工場・・・・研究所研究所研究所研究所のののの立地立地立地立地のののの推進推進推進推進

４

奈良県の積極的な誘致活動、支援制度の充実により、平成18年以降、工場立

地件数（研究所を含む）が20件台で推移（平成２４年の立地件数は全国20位）

平成17年以前と比べ飛躍的な増加により地域経済を活性化し、雇用を創出

奈良県工場立地件数(研究所を含む）の推移

12 8 10 5 7 4 3 7 3 2
12 8 12

22 26 26 22 27 21 23

05
1015
2025
30

Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

(件数）
H5～H17 　平均７件 H18～H24 平均２４件

近年の立地企業：

ケイミュー(株)

上六印刷(株)

三甲(株)

幸信プラスチック(株)

朝日ウッドテック(株)



④④④④豊豊豊豊かなかなかなかな観光資源観光資源観光資源観光資源とととと魅力魅力魅力魅力のののの向上向上向上向上

〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

★“巡巡巡巡るるるる奈良奈良奈良奈良”周遊型観光地周遊型観光地周遊型観光地周遊型観光地のののの魅力魅力魅力魅力のののの更更更更なるなるなるなる向上向上向上向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ

奈良公園を「世界に誇れる公園」にするため、奈良公園の自然資源、歴史・文化資源、公園資源の「維持」、

「利活用」を進め、社寺や宿泊事業者など民間と連携し、更なる地域の活性化を図る。

５

★ 奈良公園の概要と特区のエリア

奈良公園観光地域活性化特区区域
近鉄奈良駅 東大寺興福寺 春日大社奈良国立博物館 若草山頂正倉院奈良県庁ＪＲ奈良駅奈良公園とは

①年間1,300万人以上が訪れる日本を代表する

観光地

②世界遺産「古都奈良の文化財」など数多く

の文化財が集中

③天然記念物「奈良のシカ」が生息し、特別

天然記念物「春日山原生林」を包含

奈良公園観光地域活性化総合特別区域
★ 奈良公園でのこれまでの取り組み

一人でも多くの方に奈良公園へ訪れてもらうため、奈良公園の抱える課題を解決し、奈良公園を名実ともに

「世界に誇れる公園」にしていくことを目指し、奈良公園基本戦略を策定(平成24年2月）

奈良公園観光地域活性化総合特区の指定（平成25年9月）

★ 特区の目的

①奈良公園の資源の「維持」・「利活用」による観光の振興

春日原生林の保全、歴史的建造物の復元促進、奈良公園の眺望・景観の保全 など

②受入環境の充実による滞在型観光の推進

ホテル・旅館などの民間施設の改修促進、宿泊客の受入環境の充実 など

★ 特区の取り組み



★★★★スポーツスポーツスポーツスポーツ、、、、文化文化文化文化のののの振興振興振興振興とととと連動連動連動連動したしたしたした観光振興観光振興観光振興観光振興へへへへ

○○○○スポーツスポーツスポーツスポーツ、、、、音楽音楽音楽音楽などのなどのなどのなどのイベントイベントイベントイベントのののの展開展開展開展開

主なイベント

・「奈良マラソン２０１３」の実施

今年で4回目を迎え、12月7・8日に開催します

平城宮跡をはじめ、世界に誇る数々のロケーションをコースに取り入れ奈良の魅力を伝えます

・「ムジークフェストなら2013」の実施

6月14日～30日の17日間にわたる、梅雨の古都・奈良を彩るクラシックを中心とした音楽祭

世界遺産の社寺をはじめとする1300年の歴史をもつ奈良の街じゅうをステージに県内100会場で

251公演を開催

昨年度の約38,000人をはるかに上回る約62,000人が来場（昨年度比６割増）

「ムジークフェストなら2014」は来年6月14日～29日で開催を予定しています

★★★★奥深奥深奥深奥深いいいい奈良奈良奈良奈良のののの魅力発信魅力発信魅力発信魅力発信

○○○○記紀記紀記紀記紀・・・・万葉万葉万葉万葉プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト（（（（2012～～～～2020））））のののの取組取組取組取組によりによりによりにより周遊型観光地周遊型観光地周遊型観光地周遊型観光地としてのとしてのとしてのとしての魅力魅力魅力魅力をををを一層高一層高一層高一層高めめめめ

ますますますます

Ｈ２５の主な事業

・「古事記かるた」の制作

・古事記朗唱大会の開催（H26.2予定）

・「古事記出版大賞」表彰式・「首都圏記紀シンポジウム」の開催（H26.1予定）

2020年年年年 日本書紀日本書紀日本書紀日本書紀がががが完成完成完成完成してしてしてして1300年年年年となるとなるとなるとなる節目節目節目節目のののの年年年年にににに東京東京東京東京オリンピックオリンピックオリンピックオリンピックがががが開催開催開催開催

〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

６



〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

７

本県では、 『奈良県国際会議・国内会議誘致推進本部』を立ち上げ、国際会議及び国内会

議の誘致活動を積極的かつ戦略的にすすめていくとともに、受入環境の整備にも官民連

携し取り組んでいくことにより多数の国際会議及び国内会議の開催を実現し、もって地域

経済の向上を図っています。

○Ｈ２４年１２月

『国連世界観光機関(ＵＮＷＴＯ)アジア太平洋センター』を奈良県内へ誘致

○Ｈ２５年９月

国連世界観光機関（UNWTO)事務局長来県

○Ｈ２５年９月

第１回日韓地方観光交流サミットの開催

○Ｈ２５年１１月

第17回APEC人材養成国際フォーラムの開催

○Ｈ２６年１１月

第13回観光統計グローバルフォーラムの開催

【直近の誘致等実績】

★★★★国際会議国際会議国際会議国際会議、、、、コンベンションコンベンションコンベンションコンベンション等等等等のののの誘致誘致誘致誘致

東東東東アジアアジアアジアアジア各国各国各国各国とのとのとのとの交流交流交流交流

奈良県奈良県奈良県奈良県ではではではでは東東東東アジアアジアアジアアジア地方政府会合地方政府会合地方政府会合地方政府会合がががが開催開催開催開催されていますされていますされていますされています。。。。

東東東東アジアアジアアジアアジア地方政府会合地方政府会合地方政府会合地方政府会合とはとはとはとは、、、、

平城遷都平城遷都平城遷都平城遷都１３００１３００１３００１３００年年年年をををを記念記念記念記念してしてしてして、、、、平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年にににに提唱提唱提唱提唱されされされされ、、、、以来奈良県以来奈良県以来奈良県以来奈良県でででで開催開催開催開催されているされているされているされている国際会議国際会議国際会議国際会議。。。。

東東東東アジアアジアアジアアジア各国各国各国各国のののの地方政府地方政府地方政府地方政府のののの代表代表代表代表がががが、、、、地域地域地域地域のののの実情実情実情実情やややや課題課題課題課題をををを報告報告報告報告しししし合合合合いいいい、、、、課題課題課題課題についてについてについてについて議論議論議論議論するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、

相互理解相互理解相互理解相互理解をををを深深深深めあうことをめあうことをめあうことをめあうことを目的目的目的目的としてとしてとしてとして、Ｈ、Ｈ、Ｈ、Ｈ２２２２２２２２年以降年以降年以降年以降３３３３回開催回開催回開催回開催。。。。



〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

トピックス

８

平成26年秋に、「第34回全国豊かな海づくり

大会～やまと～」を、奈良県吉野郡大淀町

及び川上村を会場として開催します。

「ゆたかなる 森がはぐくむ 川と海」を大

会テーマに、奈良県から山・川・海を通じ、豊

かな自然の恵みを未来に引き継ぐ、健全な

水循環の形成を目指します。

◆◆◆◆第第第第３４３４３４３４回全国豊回全国豊回全国豊回全国豊かなかなかなかな海海海海づくりづくりづくりづくり大会大会大会大会のののの開催開催開催開催

＜プレイベント＞

○式 典

平成25年11月9日・10日

やまと海づくりフェスタ ｉｎ まほろばキッチン（橿原市）

○記念放流

平成25年11月23日・24日

やまと海づくりフェスタ ｉｎ 川上（川上村）



９

ⅡⅡⅡⅡ 行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革のののの取組取組取組取組



これまでのこれまでのこれまでのこれまでの行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

１０

①①①① 行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

〔Ⅱ行財政改革の取組〕

○公社・事業団の改革の推進

・平成24年度は、(財)奈良県交通遺児等援護会の解散など、団体の存廃を含めたあり方の見直しの実施

・地方税滞納整理本部の設置

・自動車税コールセンターの設置

・コンビニエンスストアでの取扱税目の拡大、インターネットによる自動車税のクレジット払いの導入

・県庁舎等における自動販売機の設置について、一般競争入札導入

・有料広告等の導入

○県税徴収の強化・税外収入の確保

・「定員適正化計画」（平成23年4月～平成26年4月）に基づき、目標５０人の削減に対し、 平成24年度は

１６人削減し、平成２３度と合わせて３０人の削減と着実に推進

・独自の給与カットの実施（平成15年～）

○人件費の抑制

奈良県新行政経営奈良県新行政経営奈良県新行政経営奈良県新行政経営プログラムプログラムプログラムプログラム(H23～Ｈ～Ｈ～Ｈ～Ｈ25)

基本方針基本方針基本方針基本方針

中間自治体としての県の役割、行政と民間との間での県の役割を

認識し、ＰＤＣＡサイクルの着実な実行をベースとして、量の改

革に加え、仕事の質を良くすることにより組織力を高め、県の活

動が原動力となって、地域の各主体に良い影響をもたらすことを

目指す。

３３３３本柱本柱本柱本柱

・対話による県民との目標・戦略の共有

・経営資源の効率的・効果的活用

・地域の活動主体との連携・協働

○県有資産の有効活用

・平成2４年度は高畑職員住宅・独身寮を一般競争入札により売却

（H26以降のプログラムは現在策定中）



奈良県行政経営マネジメントプログラム(案)の概要

「マネジメント」の全面的な展開

○計画期間平成26年4月～平成29年3月 （3カ年）※ 取組項目の進捗状況を毎年度、各分野の有識者等を交え、検証し、公表するとともに、必要に応じ取組項目の追加等、改訂

① 歳入の確保・ 税外未収金・県税収入未済額の削減・ 地方消費税の清算基準の見直しなど、地方税財政制度の提案② 歳出の見直し・ 県債発行額の抑制 ・ 公会計の整備と公表

・ 県有建築物の耐震改修の推進 【27年度 耐震化率90％目標】・ ＰＦＩ手法による施設整備（まほろば健康パーク【26年７月開園】）・ 公の施設改革の推進・ 「（仮称）道路整備基本計画」に基づく道路の整備 【26年度～】・ 下水道のアセットマネジメント・ 社会資本の維持管理における包括契約の導入 等・ 広報力の強化と広報手段の多様化・ アンケート、協議会等による県民意見の分析と反映・ パブリックコメントの実施 ・利用者等満足度調査の充実「公表」「対話」を文化とした行政経営

・ 社会保障・税に関わる番号制度導入による行政事務の効率化【28年１月 番号利用開始、29年７月 情報連携開始】・ ワーク・ライフ・バランスの推進業務の改善、ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ

・ 行政評価の充実 （マネジメントサイクルの推進）・ 会計事務処理能力の向上・ 監査機能の充実・強化 ・ 情報セキュリティ体制の充実・ 公共事業評価の推進内部統制

ファシリティマネジメント

アセットマネジメント

○基本方針「地域の自立を図り、くらしやすい奈良を創る」政策の実現のため、あらゆる経営資源を活用するとともに、マネジメントの考え方を全面的に展開

① 人材の確保と育成・ 各種研修の実施 （統計リテラシー ・ 接遇力の向上）・ 市町村の人材育成支援② 組織の整備・ 出先機関の統合・再編保健所等【27年１月～】・ 地方独立行政法人への移行県立大学【27年４月～】・ 第三セクター等の改革の推進
人材・組織マネジメント

(１) 保有総量最適化
(２) 県有資産の有効活用
(３) 長寿命化の推進基本方針 庁舎、学校、福祉施設、県営住宅などの建物資産や土地

道路、橋梁、公園などのインフラ資産
① 市町村との連携・協働・ 「奈良モデル」の実現市町村税の徴収支援、道路施設の維持補修の推進国民健康保険の広域化、市町村情報システムの共同化 等・ 市町村消防の広域化の推進 【26年４月設立～】② 地域における多様な主体との連携・協働・ 「奈良県協働推進指針」に沿った協働の推進

(１) 市町村間の連携による効率化（水平補完）
(２) 小規模市町村への支援（垂直補完）
(３) 県から市町村への権限移譲方向性

エリアマネジメント

財政マネジメント

〔Ⅱ行財政改革の取組〕

（（（（パブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントパブリックコメント中中中中））））

１１



１２

ⅢⅢⅢⅢ 平成平成平成平成２５２５２５２５年度一般会計予算年度一般会計予算年度一般会計予算年度一般会計予算



１３

①①①①平成平成平成平成25年度当初予算年度当初予算年度当初予算年度当初予算のののの概要概要概要概要

〔Ⅲ平成25年度一般会計予算〕

１．地域活性化の取組の継続とこれまで積み重ねてきた議論の実現・実行

２．「奈良がもっと良くなるように」との思いを込め、県政発展の原動力として、奈良の伝統文化が

培ってきた叡智と活力である 「やまとぢから」をさらに活用

３．国の緊急経済対策にかかる補正予算を最大限に活用するため、平成２５年度当初予算と平成２４年

度２月補正を一体編成

平成２５年度一般会計当初予算額は ４，５５１億円・・・①

平成２４年度一般会計２月補正予算額は ３２８億円・・・②

①＋② ＝４，８７９億円

（平成２４年度当初予算比 ＋１７２億円（＋３．７％）

４．歳入予算は、国の緊急経済対策にかかる補正予算を最大限活用することから、国庫支出金総額は

＋１８６億円、一般財源は△６０億円

県債の発行にあたっては、極力、交付税措置がある有利な地方債を活用

県債残高に占める交付税措置額の割合（当初予算） Ｈ２４ ５８．７％ → Ｈ２５ ６０．５％

▶企業立地の取組の継続 ▶奈良公園及び周辺の魅力向上

▶新県立奈良病院の整備 ▶医科大学教育・研究部門の移転整備 等



◆基本方針

百年の計に立ち、「災害に強く、希望の持てる」地域を目指す。

◆計画期間：平成２３年度～３２年度までの１０年間

集中復旧・復興期間

平成23年度～26年度

中・長期

平成27年度～32年度

◆復旧・復興に向けた取組方針○地域住民が被災前の日常生活を一日も早く取り戻すことを目指します。・道路等の応急復旧、土砂ダム対策・避難者、被災者支援・生業・産業支援
① 被災地域の迅速な立ち直り・回復 ○過疎化や高齢化が進行する被災地域が、将来にわたり希望を持ち、安全に安心して住み続けることのできる地域とすることを目指します。・災害に強いインフラづくり・新しい集落づくり・産業・雇用の創造（林業、観光等）・くらしづくり（教育、医療、福祉等）

② 地域の再生・再興

○紀伊半島大水害の経験を踏まえ、今後の災害に備え、安全・安心のための新たなシステムづくりを目指します。・監視・警戒・避難のシステムづくり・深層崩壊のメカニズム解明と対策研究・記録の整備、次世代への継承
③ 安全・安心への備え 【復旧・復興の７つのポイント】・長期避難者の早期解消・新しい集落づくり・紀伊半島アンカールートの整備・安全・安心への備え・地域経済を支える産業に対する支援・ふるさと復興協力隊・森林資源を活用した地域づくり

奈良県紀伊半島大水害復旧・復興計画の概要

②紀伊半島大水害からの復旧・復興

〔Ⅲ平成25年度一般会計予算〕

◆関係予算 平成23年度33,400百万円 平成24年度25,743百万円 平成25年度27,557百万円

１４



１５

ⅣⅣⅣⅣ 奈良県奈良県奈良県奈良県のののの財政状況財政状況財政状況財政状況



１６

①①①①決算額決算額決算額決算額のののの概況概況概況概況

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H24-23

4,550 4,592 5,007 4,810 4,977 4,662 ▲ 315

県税 1,472 1,391 1,242 1,191 1,169 1,176 7

地方交付税 1,413 1,411 1,315 1,438 1,501 1,501 0

臨時財政対策債 187 228 461 582 435 414 ▲ 21

行政改革推進債 0 0 0 0 0 0 0

県債（臨財債、行革債除く） 436 344 370 275 268 306 38

4,435 4,503 4,936 4,691 4,892 4,599 ▲ 293

義務的経費 2,514 2,551 2,493 2,539 2,510 2,513 3

投資的経費 809 740 803 722 680 719 39

8 9 23 53 24 5 ▲ 19

95.1 96.4 95.6 88.3 91.7 93.3 1.6

普通会計決算額

実質収支　　　（億円）

歳入決算額　　（億円）

歳出決算額　　（億円）
経常収支比率（％）

行政改革推進債を発行することなく、財政健全化に向けた取組を強力に推進



１７

②②②②県税県税県税県税のののの状況状況状況状況

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

県　税　の　推　移

0200
400600
8001,0001,2001,400

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５地方法人特別譲与税創設

（億円）
利子割配当割等法人関係税
その他 1026 1007

産業廃棄物税創設

1055 1107

個人県民税

1036
H24までは決算額、Ｈ25は当初予算額

森林環境税創設

1098 1328

税源移譲（個人県民税）

1259 1050 1043

平成２４年度は、個人県民税や地方消費税などの増収による県税の増加は

１７億円

平成２４年度は、個人県民税や地方消費税などの増収による県税の増加は

１７億円



１８

H24までは決算額、H25は当初予算額

定数削減などの継続実施により、義務的経費の増加を抑制

定数削減などの継続実施により、義務的経費の増加を抑制

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

③③③③義務的経費義務的経費義務的経費義務的経費のののの状況状況状況状況

義 務 的 経 費 の 推 移

(1,710)(125) (122) (114) (115) (119) (126) (132) (137) (133) (139)(812) (742) (722) (696) (720) (778) (742) (760) (791)2,290 2,213 2,076 2,001 2,034 2,519 2,224 2,448 2,145 2,395
(1,554)(1,607)(1,616)(1,612)(1,612)(1,657)(1,692)(1,698)(1,711) (721)

53.6 55.6 50.549.4 53.2 53.8 53.255.155.053.8

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 その他の経費(公債費)(扶助費)　 　義務的経費(人件費)義務的経費決算額の構成比
（億円） （％）

2,575 2,503
4,937 4,531 億円義務的経費の構成比

2,495
4,943 4,645

2,500 2,4842,647
4,8794,788 4,610

2,534 2,497
4,504 4,977 4,746

2,458 2,522



１９

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

④④④④普通建設事業普通建設事業普通建設事業普通建設事業のののの状況状況状況状況

普通建設事業費の推移

1,092 1,034 858 784 727 785 705 637 648 772
22.1 21.6 18.6 17.4 16.0 15.8 14.8 12.9 13.8 15.7

0
500
1,000
1,500
2,000

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 0.05.0
10.015.0
20.025.0
30.035.0普通建設歳出全体に占める割合

（％）（億円）

※　１６～Ｈ２４は決算額、Ｈ２５は当初予算額(2月補正含）
○H11年度(1,712億円)以降、H24年度で、1,064億円の減少（▲62％）

○国の緊急経済対策にかかる補正予算を最大限に活用するため、Ｈ２４年度

２月補正＋Ｈ２５年度当初予算は前年度当初予算より１５２億円の増

○H11年度(1,712億円)以降、H24年度で、1,064億円の減少（▲62％）

○国の緊急経済対策にかかる補正予算を最大限に活用するため、Ｈ２４年度

２月補正＋Ｈ２５年度当初予算は前年度当初予算より１５２億円の増



２０

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑤⑤⑤⑤県債残高県債残高県債残高県債残高のののの状況状況状況状況

普通建設事業の抑制に伴い、通常の県債残高については、９年連続減少見込み

普通建設事業の抑制に伴い、通常の県債残高については、９年連続減少見込み

53.4% 54.7% 53.6% 53.4% 54.8% 57.7% 58.2% 58.9% 61.0%
53.7%

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

残高に占める交付税措置額の割合
1,285 1,503 1,696 1,852 2,036 2,441 2,956 3,314 3,644 3,971

12912413113513611662224,430 4,396 4,508 4,496 4,477 4,253 4,222 4,013
3,793 3,798 3,557 3,419 3,232 3,113 3,021 2,779 2,5784,445 4,256 2,505
9,508 9,696 9,783 9,828

1,036 1,055 1,098 1,328 1,259 1,107 1,050 1,026 1,043 1,007

9,860 10,61810,56810,47810,36710,134

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（億円） 県　債　残　高　の　推　移

※
※

（H24までは決算額、H25は当初予算案）

県税収入額
・表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある。

　　　臨時財政対策債等（全額交付税措置）　※　　　通常債（交付税措置分）　※　　　通常債（交付税措置なし）　　　退職手当債(交付税措置なし）

交付税未措置額／県税収入4.1倍4.3倍 4.2倍 4.1倍 3.4倍 3.6倍 4.1倍 4.2倍 4.3倍 4.2倍

臨時財政対策債等（全額交付税措置）
通常債（交付税措置分）
通常債（交付税措置なし）退職手当債（交付税措置なし）



２１

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑥⑥⑥⑥基金残高基金残高基金残高基金残高のののの状況状況状況状況 基金残高基金残高基金残高基金残高のののの推移推移推移推移

907 884 923 904 995 1,303 1,329 1,389 1,365 1,269
0200

400600
8001,0001,2001,400

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（億円）

※　　Ｈ２４までは決算額　Ｈ２５は当初予算額
○極力、基金に依存しない財政運営を実施

○国の補正予算により造成した基金の終了により、残高は減少傾向

（Ｈ２４年度末で財調基金は182億円の残高を保持）

○H21から市場公募債に係る積立ても確実に実施

○極力、基金に依存しない財政運営を実施

○国の補正予算により造成した基金の終了により、残高は減少傾向

（Ｈ２４年度末で財調基金は182億円の残高を保持）

○H21から市場公募債に係る積立ても確実に実施



２２

○財政状況を示す健全化判断比率の各指標は、いずれも健全な数値

○H24年度の地方債協議制度の見直しにより、民間資金は全て届出制度へ

○引き続き、徹底した行財政改革により、健全財政を維持

○財政状況を示す健全化判断比率の各指標は、いずれも健全な数値

○H24年度の地方債協議制度の見直しにより、民間資金は全て届出制度へ

○引き続き、徹底した行財政改革により、健全財政を維持

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑦⑦⑦⑦財政健全化判断指標財政健全化判断指標財政健全化判断指標財政健全化判断指標のののの状況状況状況状況

0.00.00.00.00.20.20.20.20.40.40.40.40.60.60.60.60.80.80.80.81.01.01.01.0

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

早期健全化基準３．７５％ 早期健全化基準８．７５％ 早期健全化基準２５％
早期健全化基準４００％財政再生基準５％ 財政再生基準１５％ 財政再生基準３５％

奈良県数値１１．６％ 奈良県数値１９６．７％奈良県数値黒字のため該当なし 奈良県数値黒字のため該当なし
(参考）H23208.3%(参考）H2311.6%



２３

○水道事業については、良好な経営状況

○病院事業についても、 4年連続で経常収支黒字を達成

専門家による経営診断、改善方策等を実施したこと等により改善

一般会計補助金は減額

○水道事業については、良好な経営状況

○病院事業についても、 4年連続で経常収支黒字を達成

専門家による経営診断、改善方策等を実施したこと等により改善

一般会計補助金は減額

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑧⑧⑧⑧公営企業公営企業公営企業公営企業のののの状況状況状況状況

（単位：百万円）H24年度末 資金不足
H23年度 H24年度 H23年度 H24年度 借入金残高 比率（％）資産合計 199,356 196,537 総収益 10,893 10,758負債合計 8,950 9,120 総費用 8,770 8,868資本合計 190,406 187,417

純利益・損失
2,123 1,890資産合計 19,941 20,188 総収益 20,517 21,297負債合計 3,655 3,937 総費用 20,129 21,038資本合計 16,286 16,251

純利益・損失
388 259

ＢＳ ＰＬ事業名水道用水供給事業（法適用事業） 53,312 －

病院事業（法適用事業） 7,861 －



２４

○土地開発公社については、保有する土地・建物等の簿価見直し（評価損等）により

損益赤字発生

長期保有資産の早期処分と組織のスリム化を継続

○医科大学については、経営環境は厳しいが、経営改善を進め、３期連続単年度

黒字を達成

○土地開発公社については、保有する土地・建物等の簿価見直し（評価損等）により

損益赤字発生

長期保有資産の早期処分と組織のスリム化を継続

○医科大学については、経営環境は厳しいが、経営改善を進め、３期連続単年度

黒字を達成

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑨⑨⑨⑨三公社三公社三公社三公社、、、、独立行政法人独立行政法人独立行政法人独立行政法人のののの状況状況状況状況

100▲ 2当期損益

100▲ 1経常損益

ＰＬ

843686039資本の部

161749150負債の部

2451,1176189資産の部

ＢＳ

県立医科大学道路公社住宅供給公社土地開発公社

独立行政法人三公社

（単位：億円）



２５

ⅤⅤⅤⅤ 奈良県奈良県奈良県奈良県のののの起債運営起債運営起債運営起債運営



第第第第３３３３者機関者機関者機関者機関のののの客観的評価客観的評価客観的評価客観的評価によりによりによりにより、、、、財政状況財政状況財政状況財政状況にににに関関関関するするするする情報情報情報情報をよりをよりをよりをより的確的確的確的確にににに提供提供提供提供

健全健全健全健全なななな財政規律財政規律財政規律財政規律のののの維持維持維持維持

格付投資情報センター（Ｒ&Ｉ）

ＡＡ
（安定的）

［評価内容］

○周遊・通年型観光地として魅力を高

めることができれば、経済基盤の底

上げが期待できる。

○交通アクセスの充実で利便性が高ま

り、企業誘致が今後も進むとみる。

○「経済活性化」と「くらしの向上」

を２本柱として、諸課題に対応する

ため、「新行政経営プログラム」で

93項目の行財政改革を推進中である。

○通常の限度以上に発行する行政改革

推進債の発行実績はなく、一方で

1,000億円以上の基金残高を維持し

堅実な行財政運営が続くとみる。

２６

〔Ⅴ奈良県の起債運営〕

①①①①格付格付格付格付けのけのけのけの取得取得取得取得



今後今後今後今後もももも定期的定期的定期的定期的にににに発行発行発行発行 市場市場市場市場でのでのでのでの流通量流通量流通量流通量をををを確保確保確保確保

２７

②②②②今年度今年度今年度今年度のののの起債概要起債概要起債概要起債概要

〔Ⅴ奈良県の起債運営〕

１０年（満期一括）５年（満期一括）年限

２００億円（合計）１００億円発行額

未定平成２５年１１月１２日（火）条件決定日

平成２５年１２月、

平成２６年１、２月

平成２５年１１月２９日（金）発行日

共同発行債個別発行債



（（（（おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先））））

奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課

TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742--------2727272727272727--------83628362836283628362836283628362

FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742--------2323232323232323--------68956895689568956895689568956895

MAIL MAIL zaisei@office.pref.nara.lg.jp

WEB http://WEB http://www.pref.nara.jpwww.pref.nara.jp//
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